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世代問主流将機大会

ま代盟た掛た1Jiと尉 1 速
しにのだと 将小 JII 合子

たつ方いなと ~l 学し会ノ
.な々たりて大生・は~

ZはEf E2 ほお震
い将〈たぎ梨学ク正老

と似 iii や施生ラ月人
隠を将協かしとプ休ク
さ次被力なまの会みラ
れ世速い会し交 nをプ

J弘

、い惨い街 。

信

仰

年

.

ぉ

戸

を

か

け

て

く

だ

さ

る

外

日

角

小

学

校

を

は

じ

め

新

た

に

大

梅

小

学

校

む

塚

小

学

校

の

兇

鼠

の

怖

さ

ん

と

ふ

れ

あ

い

交

泌

を

し

ま

し

た

.

孫

の

よ

う

な

か

わ

い

い

児

童

の

臨

甘

さ

ん

と

同

じ

時

聞

を

笑

簡

で

過

ご

し

、

会

民

も

大

変

選

ん

で

い

ま

し

た

.
野菜たっ， E、り低力ロリ

しニつ商ン l 11\治虫
まユぷ II グ r 前社愛か
し l り者~ y 婦会 n ほ

たの低のをヘ座摘協〈

貫22 量tr 鍔E
リのし I c かで当

24Zt3;? は買
をメた宅キ d 市民児

ありがとうと笑額で

仲間で成式のお祝い

医宣言霊貝

児童雷同

協議会

袖

野

か

ほ

〈

市

民

を

お

側

き

し

て

‘

却

織

を

迎

え

た

仲

間

の

お

悦

い

と

新

年

交

議

会

を

開

備

し

ま

し

た

.

施

般

入

所

の

方

々

も

お

正

月

休

み

は

家

肢

と

過

ご

し

、

会

場

に

足

を

巡

ん

で

く

れ

ま

し

た

.

交

涜

会

で

は

、

美

味

し

い

食

感

や

ビ

ン

ゴ

ゲ
l
ム

を

楽

し

み

ま

し

た

.
2010.4

か

ほ

く

市

社

会

福

祉

協

随

会

ほ

、

各

福

祉

団

体

問

濁

M
砧

き

め

細

か

く

権

進

で

き

る

よ

う

に

受

慢

を

行

っ

品

開

耳

甘



主J zJとJ zJi.JzJ盟国、

つ
な
ご
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
広
げ
よ
う
ま
ち
づ
〈
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
広
嶋

同
月
5
日
(
事
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

2
回
目
と
な
る
司
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
広
坦
を
開

催
し
、
現
在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
つ
方
な
ど

中
学
生
か
ら
-
般
の
方
ま
で
担
名
の
方
が
集
い
交
泌
を
深
め
ま
し
た
・
今
回
は
、
石
川
県

社
会
福
祉
協
翌
去
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
茂
厄
さ
ん
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
身
辺
な

支
え
あ
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5

』
と
組
し
日
闘
の
活
動
の
ふ
り
返
り
も
糠
ね
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
器
本
を

中
心
に
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
グ
ル
プ
に
分
か
れ
、
待
自
で
作
成
し
た
自
己
鮒
介
シ

ト
を
も
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
附
す
る
思
い
に
つ
い
て
む
比
を
交
換
し
ま
し
た
.

ボ
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ン
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ィ
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舗
の
人
た
ち
に
よ
る
締
別
な
活
動
か
ら
社
会
に
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
」
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
.
今
は
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F
コ
ボ
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に
関
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り
の
な
い
あ
な
た
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気
づ
い
た
ら
『
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
.
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予
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流
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テ
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と
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方
た
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に
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「
つ
な
が
り
」
を
大
切
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し
た
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画
を
予
定
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て
い
ま
す
.
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・

M
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テ
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.
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内
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き
出
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よ
う
な
気
が
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ま
し
た
.
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TEL(076)285-8885
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保険料の引上げ

IB75':.-1
ケガの補償金額の引下げ
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• rボランティア活動保険J は日本国内におけるボランティア活動中のさまざまな事般に対する

備えとしてボランティアの方々を補償する保険です.

術劇加入も受付しておη ます. "訓量にボランティアセンターへお問い合わせくださ t、

か!事<mlま凶だよリ

7 ， 000 内

4 ， 500 伺

280門

490門

4月 1 臼~翌年3月 31 日
(毎度単位隼.閣の中盗契約でも緬償'"月初日まで}

, , ， 000 円

7 ， 000 門

420円

720円

温極」ー
2基本タイプ

天災タイプ

繍 III 期間
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ビス一
福祉サ祉協の

事務
。000000

・介纏保険のJ!~どを受けられている襲介讃者で、住み慣れた J也域で生活が繊細できる

よう介獲支掻作 rnUl (ケアマネージャー)が本人の :a 同を時唱し 家族等と初級しな

がらケ 7プランの作成、サービス事業者、その他聞係犠側との述鰯閣甥、介纏保険に

醐わる事務手続きの代行をおこなっています. 戸、'‘

・サービス肉容・ f.\効ち副

・介議サービス肝輔の作成 ・III!'苅 f
・介績認定の更新，'，削 ‘ d ‘ I - ......i..~-.J

E竺宅介額支銀 E

II]訪問畑 E。00000

-地械に似ざしたサービス従供を日僚に ホームヘルパーが尚働者の方々のお宅へお

向いし 安心して宣活していただけるお手伝いをおこなっています.また、身体等に

阿古のある方々には自立支般のためのお手伝いをおこなっております.

守~

関義書留gg容物iE
000000。

・快適な日常生訴を過ごしていただ〈ために.ご自主から 1'1的地まで介靖が必製怠Ji

の外 III，惨動のお手伝いをおこ怠っております.

cl】福祉輔送 E

皆さまの硲密は厳守いたします.お気軽にお問い合わせ ご組依ください.

.お問い合わせ TEL(076)285-2883FAX(076)285-2885.

証言 J証言
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< かほく市立高松中学絞 ]
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①
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収
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③
輸
銀
居
老
人
宅
暑
中
見
舞
い
は
が

き
送
付
の

3

つ
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
ア
ル
ミ
缶
個
収
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収
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・
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が
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・
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生
徒
会
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当
数
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卓
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緑の羽領事金活動

頂いた.中見舞い
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町会・区会名 宥弘司議震
a末

'""ロ'"い
筆集 11.250 30.000
向野 24,750 66.000
持鹿野 10.200 27.200

}旨江 20,400 51.780
多図 4,350 11.600
気屋 7.050 18,800
よ山田 8.850 23.600
下山図 3,300 8.800
S本伏 9.750 28,400

字字軍字"公団S酎 45,000 134.000
乞窪 89,100 184.756

ノ字野気 97.950
気 大樋 48,976
地 ~町 106.713

巨
中町 27.253

梨町 31.944
曙町 26.364

泡町 58,575
向日角 72,750 172.600
大崎 86,400 203.908
横山 49.500 152.115
谷 7,200 24.316
宜島 6,000 16.000
上回邑 13.950 48,439
余地 7.800 20.000

地区別小 E十 〆 1.581.4004.162.068

個人怒と 4 1,547 27 ,465

の他そ 外目角小学級児宣会 8.513

45.662

~5:~1~ I~量 I'i~
41.5471 127.354

-・凶語圏圃岨幽幽幽樋幽

-各募金額

募金名 募金額(門〉

赤い羽銀募金 1.622.947

続末たすけあい募金 4.289 ,422

合計 5.912.369

.共、同 4募V金額の肉限

町会区会名 荷札喝珊
胸宋

'""げ'"い
南町 19,500 45,550
古宮町 50.100 128.800
元町 10.100 27,000
南新町 35.100 92,000
流川町 8.700 23.200
六野町 11 ,400 30,400
φ町 6,450 25,100
よ北町 6.300 16,800
jt中町 7.800 20,800
北新町 13.650 36,400
樽川町 13.950 35,400

高 桜井町 16.350 43,300

松 下伊丹町 了.650 21 ,200
上伊丹町 39.600 87,030

地 東$I 35.100 93,600

区 旭町 32.250 86,000
新組町 8.250 22,000
円高総 25.350 67,600
畏柄町 37.350 96,000
若緑 4.200 11 ,200
実打 3.900 10,400
冗女 3,450 10,800
和 II 4.800 12,800
野寺 1.750 5,200
八野 5.700 14,800
浦戸町 9.300 24,800
夏粟 6.450 17,200
φ過 28,000 74,000
ツ屋 25.000 65,000

木津 121.950 332,000
七

総浜 42.000 100,000
線 浬13' 58.500 156,000

地
浜北 50,000 120,000
秋浜 35.550 94,800

巨 外日角 83.850 220,000
白尾 136.500 372,749

…面目而菌よ
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旦丘星坦 L
335.000
335 ，00 。

250,000
225，0旦

920.000

型且旦

旦必詮

主主旦旦
1 ， 115 ，0旦

3些;.000

2包2
215,000

4.289.422

--.・・

[市内ことぷき凶]

老人価値施段の入所討に官業

をかけながら織末たすけあい

募金による見舞金を手放す納

野石川県共同募金会かほく iii

支会長.

配分先

生活健康也得 侭7也傍〉

婁鍋唖世帯 '"包帯〉

要介忠世帯 αN 噂斑郁伍 O世帯)

将男明盆銚裏手当受鎗者'<5世帯)

躍ヨ旨定医複機関 "名}

救緩繕殴 名)

陣審者施股怠ど (223 名}

一一一一一旦里皇里呈 EEL!? 齢
草壁里且 Zニ正".豆一一一
.Jl III. 旦旦酬叫つ

配分合計

目融たすけあい募金の血岨

21 年度に市ぜられた越末たすけあい~)金は也

生活支援を必援とする人々が、地域で安心して傍

らせるように、地域福祉*i2'iの支鑓のために使わ

れました.

歳末たすけあい募金の

-l\lIを地織福祉サービス

の推進のために 79 万円

[ライフクリヱー卜かほ〈で船虫式]

かほく市内の縞祉箱殺 19 ヶ所

に利川されている方々のた

めのレクリヱーンヨ /111 具を

鮒呈しました.

赤い羽領事事金のー鶴を

かほ〈司怖の

緬祉活動に 96 方問

配分先 配分額(門)

県内金主義への配分

(福祉活動費として配分) 615.000

か{まく市内への配分

(褐色上，舌動賓として配分)
957.947

事務緒費
GIl防貨物麟入郵便料など) 50.000

配分合計 1.622 ,947

[かほ〈市断当初"リハビリ友の会

のレクリエーシヨン大会]

平成21 勾l!lは、かほ<"iIi"脳市

中リハビリ友の会など、市内

のさまざまな福祉問体へ活動

指進の支彼のために活JI1しま

した.

目赤い羽根募金の使い道

21匂l!lに市せられた赤い羽鍛募金は 22

句度 市内外で福祉活動を行う福祉団体やボラ

ンティア間体などの支般のために使われます.

宙研面.t') 2010,4
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TEL(076)'285-8885

か'><補選爆ロ"書地 m
(七線健康福鍾セノター内}

宇ノ気支所と術総支所を 3刃 31 日で廃止し 本所へ統合いたしました.これまで各支所でおこ

なってきた業織につきましては 必要に応じ地区へお伺いいたします.市民の併さまには ど

不艇のないよう努めてまいりますので なにとぞご理解のほど、よろし〈お願い巾し上げます.

l なお、平成 II 年2月 1 日発行の I社協だより新春臨時号 J岬裏面 i<:J~I)σ ※民生委員児賞委員 l

鎗級会の 't，すけ合い重副書 Uの窓口及び返済場所も七場健康福祉センターとなります '.J を取

り消しました.)があり家したゐお髭ぴの上、釘 Eいたします.

ーーー→ 次の相様車口・実施副所が置更になります
.・・・・・・・・・・・・・・・ 0 ・・・・・・ ι. 白・・・・・・"... ..
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・
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店

,
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司峨川

nM

毒
Gm

il-

、.叶委臨鴨川

と

ι

川護お川

区油開酬町…

健仇わソ人満山花時帆柑割削…

配
j
に週醐雌山

山山一昨購毎酬剖…

た

h

お

-FL

乱

なヘタ円以刷…
あ』副ン委を川』凶セ盗一川

1.

内祉児シ川

股五に福日パ川
聞こず康餐国一ま瞳器内…

副世
L湘線"

貼嗣

UM

七日約盛山

樹監「。棚予醐…

. 対 縁 者 次 の い ず れ か に 該 当 す る 方
1 他 か ら の 借 入 . < 凶 爆 な 収 入 の 少 な い 惟 俗

; 2 障者者手般の交付を受けている方のいる世俗

3 日常生活上介績を憂する65歳以上の高働者のいる世待

。資金の組踊
. ・総合>:11資金.......... 失京 it，l どによる生指凶創世俗に生活科也までの必要な生稲資金

・随時特例つなぎ資金 . 住闘の'"い・・持への公約鉛付~開始までのぎを金

・福鑑賞金及び教育支爆資金 総謙介繍等資金康急小口資金敏育支盟賞金

。貸付限度額各資金で異なります.鮮総は窓口でご制緩ください.

.貸付利子 年柏崎惜し酬醐人を立てる制合は無利子}

。連4;?保証人 65歳未満の方で住民綬を際線されている方.

。栂齢窓口 かIま〈市社会福祉協槍会〈七銀健康福栓センタ肉〉
・". ・・・0 ・ ・ ・ a ・・ ".・ ・・ 0 ・・・“......・・・ u・・ 1 ・・ 0 ・ H ・ ・ ・ a 白......・ 1 ・・・4 ・ "“・ ♂
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